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序

天ノ川河口付近の左岸から河口の西側には字上ノ国の市街地が形成されて

います。

この地区は江戸時代の前期からすでに戸数百四、五十と記されており、古くか

ら集落が形成されていたと推測されています。

昭和36年、上ノ国村と村教育委員会はこの地区の「竹内屋敷遺跡」の発掘調

査により縄文時代晩期の「上ノ国式土器」や擦文土器、珠洲焼の壷などが出土

したことを報告しました。

近年、国史跡上之国勝山館跡の発掘調査が進むに従い、直下のこの地区には

城下町がつくられていた筈だとの指摘を歴史学の諸先生から受けるようにな

りました。

一昨年、こうした過去の実績と近年の指摘に応えるかのように、竹内屋敷遺

跡の国道を挟んだ向かい側、 20m程東よりに住む笹浪甲衛氏から住宅の新築

計画と調査への協力の申し出がありました。

一部試掘調査で江戸時代以前の陶磁器が見つかり、北海道教育委員会の指

導を仰いだ結果、「笹浪屋敷遺跡」として文化財保護法が適用されることとな

りま Ltこ。

平成7年9月、文化庁の補助事業として発掘調査を実施したところ、縄文時

代、擦文時代、勝山館の時代、江戸時代の遺物や遺構が発見され、過去の調査

や諸先生のご指摘の正しさがあらためて示されるところとなりました。

三十数年振りに行われた上ノ国市街地での発掘調査は新しい発見の積み重

ねをもたらすとともに更にいくつかの重要な課題を示すところとなりました。

町教育委員会は遺跡のより精密な分布状態を把握することがまず第一に必

要なことと考えるところです。それとともに、地域の皆さんのご理解とご協力

を得ながら私たちのまちの先人の辿ってきた足跡を少しずつ明らかにしなけ

ればと願うところです。

平成8年3月

上ノ国町教育委員会

教育長和泉定夫
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I 本書は平成 7年に行われた上ノ国市街地遺

跡・会笹浪屋敷遺跡の発掘調査概報である。

2 当遺跡は槍山郡上ノ国町字上ノ国211に位置

する。

3 調査は9月1日から10月24日まで行い、面積

約240げを実施した。

4 調査は次の体制でのぞんだ。

調査主体者上ノ国町教育委員会

教育長 和泉定夫

主管 文化財課長木村幹郎

博物館設立推進係長笹浪甲衛

発掘担当者松崎水穂

調査員 柳沼弥生斉藤邦典佐藤一志

松田輝哉久末久義(上ノ国町

郷土館資料調査専門員〉

調査補助員 山崎洋子徳本悟(奈良大学〉

中図書矢石井純平春名理史

(富山大学〉

調査作業員小田川喜美子川合冴子笹浪

竹志佐藤則子鈴木千春入

国綾子 目黒加奈子森恵美子

鷲田フミ子

3 本書の編集は松崎、柳沼が協議の上、柳沼が

行った。

本書の作成は本文 I-V・表を柳沼、図版を

柳沼、山崎、他を松崎の分担で行った。

4 挿図の作成は担当者、調査員の指示により、

言

補助員、作業員が行った。挿図中の方位は真

北を示す。

5 土層の土色は「新標準土色帳J(農林水産技術

会議事務局〉を用い目測で比定した。

6 出土資料は上ノ国町教育委員会で保管する。

7 調査に当たっては次の関係機関と各位に多大

など指導とご援助を賜った。

文化庁記念物課小池伸彦本中員北海道

教育庁文化課大沼忠春種市幸生札幌医

科大学石田肇奈良大学植野浩三京都

大学片山一道北海道開拓記念館赤松守

雄右代啓視奈良国立文化財研究所埋蔵文

化財センター沢田正昭加藤允彦肥塚隆

北海道埋蔵文化財センタ一 越田賢一郎福

井県埋蔵文化財センター 水野和維瀬戸市

埋蔵文化財センター藤淳良祐金子健一

八雲町教育委員会三浦孝一 乙部町教育委

員会森広樹藤田巧松前町教育委員会

前田正憲七飯町教育委員会横山英介函

館市教育委員会佐藤智雄五十嵐貴久浪

岡町教育委員会工藤清泰波佐見町教育委

員会中野雄二波佐見町商工企画課山口

浩一上ノ国町立診療所経団吉郎草間光

郎久末キミ子京谷昌治小山内一次久

末イト 川合正義滝本肇上野達雄同ヨ

コノ印刷東北芸術工科大学学生岩井良太

(敬称略順不同)





I 遺跡の位置及び周辺の環境

上ノ国町は渡島半島の南西端に位置する。北は

江差町、南に大千軒岳を挟んで松前町、東に袴腰

岳を挟んで木古内町と接している。市街地は天ノ

川付近の平野部を中心として広がり、その他の集

落は海岸沿いや山間部などの平野部に点在してい

る。河口付近の日本海沿岸は、無碇と呼ばれる天

然の良港である。かつてこの地は練漁が盛んであ

り、年に一度群来る練を求める人々で賑わった場

所であった。また、この無碇地区は、蝦夷交易の

一大拠点をなした武田・燐崎氏の居館勝山館の経

済を支えた町屋の中心部ではないかといわれる所

でもある。

当遺跡はこの無碇地区、天ノ川11可口付近に形成

された砂丘上に位置している。付近には晩期上ノ

国式土器、擦文土器と12-13世紀頃の珠洲焼蜜を

出土した竹内屋敷遺跡、重要文化財であり、平成

6年度の遺跡確認調査で瀬戸・美濃大窯 I期の碗

を出土した旧笹浪家がある。(第1図〉

II 調査の状況
1.調査に至る経線

笹浪甲衛氏の住宅新築に伴い、平成6年に遺跡確

認調査を行った。その結果、敷地内に江戸期の揺

鉢等の遺物、江戸期、江戸期より以前、擦文期の

包含層が存在することが確認された。この調査結

果に基づき、北海道教育委員会との協議を行った

が、工事計画変更が不可能であることが明らかで

あるため、平成7年9月1日から敷地内の工事該当地

区240m'の発掘調査を行う運びとなった。

2 .概査の方法

表土剥ぎと平行してグリッド設定を行った。敷

地境界の西側ラインを基準として、北に向かつて

西から1・2・3・・・と4mおきに設定し番号をふ

った。調査は、排土置き場を確保するために第13・

14・15グリッドのラインから北側を先に調査し、

10月19日以降残りの南側の調査を行った。

建物の基礎の溝を利用して第3グリッド~第15

グリッドのラインにメインセクションベルトを設

定し、層を観察しながら掘り下げていき、土墳な

どで、明らかに近世の撹乱と判断されるものは遺

物も一括取り上げとした。遺跡は近世以降の削平

等による撹乱を受けている部分が多く、遺物、遺

構の層位毎の発掘は困難を極めた。

9/16 1層及び撹乱部分の除去終了、近世の遺構

を検出するために精査を行う。石の詰まった溝l

(土台溝〉、木枠の残る溝2を検出した。

9/30 II層を除去した時点で土境13のプランを検

出した。セクションを取るために半裁したところ、

人骨らしきものが確認された。

10/4 IV層面を精査中、覆土中に縄文土器を伴う

土境16のプランを検出する。

10/8 現地説明会を開催する。町内外より80人ほ

どの参加者があった。

10/19 人骨の状態が不安定なため、業者による取

り上げを行う。

北半部の調査終了。直ちに南半部の調査にはい

る。

10/23 発掘区すべての調査を終了。用具の点検、

埋め戻しを終え、当選跡の調査を終了した。

1 
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第1図 遺跡周辺地形と遺跡位置図及び上ノ国市街地の中近世遺物出土地点とその遺物
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SPB-SPB') CSPA-SPA' 調査区土層土佐積図第2図
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表2.第10、11、12グリッド東西セクション北壁土層 <SPB・SPB')
I 1 I lOYR4/4 I .釦 l勘恒'-h

2 I lQYR3/3 
3 IIOYR3/4 
4 IIQYR4/4 
5 IIOYR5/3 
6 I 10、(R5/4
7 IIOYR4ノ3
8 I 10YR8/4 
9 t lQYR4/6 
10 I lQYR4/4 
11 I lOYR7/6 
12 I lOYR5/4 
13 I lOYR4/4 

1~寸1面Y扇/3
12 I 10YR3/4 
令 IIOYR5/6 

豆王室互
辺ヱ旦￥i
辺エR4/4

Iv I lOYR5/4 
V110YR6ノ6
小柱穴 1 a I 10YR2/3 

l b I lQYR6/4 
1 c I lOYR6/3 
1 d I lDYR5/6 
l e I lOYR6/4 
f Iを笠宮己拘賢し

高圃蘭 1 イ lQYR4!4 
ロ 佳配離し

構 3 イ 在住置己鼻酷し

潤か? イ lOYR2!3
ロ lOYR4/3
ハ lOYR4/4

P38 イ lQYR5/6
P41 イ lOYRS/4

ロ lOYR5!4
P① イ 10YR5!6
pa イ 10YR4/6
土掴聞か? イ lOYR4/6

国 lQYR3/4
ハ lQYR2/3
ι lOYR3!4 

炉跡② い lOYR4!6
ろ lOYR3!4
+ま 10YR3/4
tこ lQYR4/3
eま lQYR4/4
へ lOYR3/4
と 10YR4/4
ち 10YR4/3

褐色 砂置土・;圃粒 1%・火山灰30%

県褐色
M_、買褐色
褐色

，.褐色

M_ 、質事.色 -火山l夜 5%
M_、買褐色
買褐 %・火山民3%
補色 %・火山灰 1%
禍色

暗褐色

属高巴

暗褐色
M_、賀補 -火山眠 5%
晴禍色 日比山民 5%
暗褐色 -火山氏 1%
M_ 、買褐 -火山灰 3%
褐色 -火山&<:10%
暗褐色 -火山民 3%
褐色

鈍 L、賀補

粘性揖し・しまり有り !J;!t1 

粘性揖1..・しまり有り 1J;!t1 
粘性帽し・しまり有り i民 2
粘性摘し・しさり有り i斑土極蚕盃三面否量
1陪室生調眠し・しまり布.り・......理!l ，.コ乞定定値目t..J;IItPA:
粘性情し・しまり有り Ll2!.置量

粘佐主離し・しまり弔吾り

粘住生摘し・しまり布ぎり ・ハ ド

粘性輯し・しまり有り l担土粒少量・民 1括
和省住生身聴し・しさり考司「り

粘性揖し・しまり有り

粘性揖し・しまり有り l民少量
粘性捕し・帯平しさり有り l民世量
撃資信生輿騰し・しさりヰぎり 1.を法二零st...1>1I色分'.
脂性摘し・宇宇しまり帯り 一一L里t置量
淳省住主調眠し・しまりネまり

ZR古住生剣騰し・々'々'しまり本喜り
3R古住.禽騰し・しまりz，まりなし
粘性離し・しまりあまりなし n災直量
】枯性禽嘆し・しまり畠まりなし l 

思~健生禽・E し・々'々2 しさり苓事り・々'"~ml~電'"量量

粘性指しー宇宇しまり有ト宇中租|量土粒置量・民 1克

枯世情し・しまりあまりなし

粘性離し・しまりあまりなし .土粒 5%・J;!t1%

粘性情し・しまり有り 出!~堕

円-， 蝿土粒

粘性わず"‘串り 提土粒種量

粘性離し

粘性離し・しまりなし 勝!"'.

粘 し・宇宇しまり有り 蝿土位置量ー民 1%
粘 し ・しまりなし 出世量

#，占 し・しまり有り 出 1%・*'片
#1旨 し . ~宇しまり有り 出 1%

1...しまり有り

し・しまり有り 民世量

性離し・しまり有り 出 3%
粘性揖し・しまり有り "を 1%
#，占性揖し・宇宇しまり有り

#，占世摘し・宇中しまり有り 出 2%
粘性揖し・司E平しまり有り 民 3%・膚蚕示jj-
粘性離し・宇中しまり有り 出少量

#，占性揖し・しまりあまりなし 民 1%・木片
粘性揖し・宇中しまり有り 民 2%
宇中しまり有り 膚責木片

#，占世揖し・しまりなし

111 調査の概要
1 .検出遺構 ので、大きくひとかたまりで 1-6層とする。

本調査で検出された遺構は19世紀以降の溝、土

境、 17世紀後半以降の掘立柱建物2基、竪穴状土

壌2基、擦文時代後期のものと思われる人骨を伴

う土嬢墓1基、用途不明土境1基、焼土を伴う大

型土壌 l基、縄文時代後期のものと思われる土壌

l基である。遺物は陶磁器が2254点(内16-17世

紀初頭のものが49点)擦文土器が427点、縄文土器

が129点出土している。

2 .基本層序(第2図 ・表l・表2-1)

発掘区における基本層序は以下の通りである。

I層 表土層

II -1層 10YR1. 7/1 -10YR3/3黒色砂質土層

II -2層 10YR3/2白色火山灰混黒色砂質土層

III}富 山YR1.7/1 -10YR2/2茶褐色砂質土層

IV}富 山YR3/4-10YR2/2黄褐色砂質土層

V層 10YR4/3黄色砂層(地山層〉

I層は近世以降の建物建築等による撹乱層であ

る。遺構以外で図中に番号を記していない層は I

5層以下の I層である。新しい時期のものである

溝2、柱穴、ピットなどの立ち上がりから19世紀

以降~現代までの聞に2回の整地が行われた様で

あることがうかがえる。発掘区のほぼ全面に亘っ

て認められ、部分的に深く掘りこんである土境状

の撹乱もあり、中世から現代までの遺物が検出さ

れる。

II -1層は近世の自然、堆積層。 II-2層はOs-aと恩

われる火山灰を多量に含む層である。 III層は擦文

土器包含層。 IVI曹は縄文土器包含層である。各層

の堆積は非常に薄く、調査区内の大部分が近世の

整地による削平等の撹乱を受けており、 III・IV}曹

の堆積もセクション上で第6・9グリッドの一部に

しか確認されず、一部表土層の下が第V層(地山

層〉である箇所も存在した。このため、調査区内

では、明瞭な中世の包含層は確認できなかった。

削平を受ける前の地形としては、第9グリッドま

ではやや水平、それ以南から山に向かつてのぼる

緩やかな傾斜を持つ地形が推察できる。

5 



IV 遺構確認調査
1近世の遺構と遺物

掘立柱建物跡(第3図)

調査区内で2棟検出されている。一棟目は調査

区の中央、 1・2・4・5・7・8グリッドに位置し、

P91.93.94.96.105.106.120.123.127.149.154.171. 

.175.177を使用する総柱の建物と想定した。長軌

方向は南北。柱聞は梁行(西から)6.3尺・4.8尺、

桁行6.6尺・ 5.9尺・ 5.9尺・ 7.2尺とやや不揃いで

ある。 P154から肥前系陶片、 P171の底から内の山

窯の皿(PL.3-53)が出土している。 17世紀後半以

降の建物であると思われる。

2棟目は調査区外まで建物の範囲が延びるよう

であり、長軸方向は不明であるが、南北方向に3

聞の建物を想定した。 P25.28.46.54.58を使用す

る。又、近世以降の撹乱によって破壊されたピッ

トがP25とP46の聞に存在したと思われる。 P25の

柱痕跡上面から肥前系皿と碗が出土している。

竪穴状土墳

(土嬢7・23第4・5図 PL.1-3-7・3-41・45・

49・51・57)
第2・3グリッドに位置し、方形を呈すると思わ

れる土墳。土撰7には底面に小ピットを伴う溝が

四角く囲うように掘られているのが確認された。

遺物の出土はなし、。遺構が調査区外に延びている

こと。上面からの撹乱が多く、壁等が破壊されて

いるため、全体の正確な形状は不明。土演23はそ

の切り合い関係から、土境 7より古いと推される

6 

土壊。この土壌の底面からは小柱穴を伴わない溝

が2本検出された。東側の溝には木質部が非常に

良好な状態で残存した。根太の一部かとも推され

る。この溝は何らかの理由で西側の溝から作り替

えられたものであろう。覆土上国からは16世紀の

遺物が多数出土した (PL.41・45・49・51)。殆ど

が近世の撹乱層内からの出土であるが、@層上面

(第2図、SPA.SPA'・第5図〉から、 17世紀前半

頃のものと思われる、刷毛目唐津の破片が出土し

た (PL.57)。このことからこの土旗23は少なくと

も17世紀以降の遺構であることが推される。

P184は土旗7の底面を検出した時点で、P187は

土壌10を掘り上げた時点で確認されたものであ

る。遺構内で2つしか検出されなかったこと、位

置的に遺構内でどのように利用されたかという点

に若干の疑問点が残るが、土境7もしくは23に伴

うものではないかと思われる。

土横12

第2グリッドに位置し、土壌8を切る遺構。土旗

8を掘り進む関係で、東半分を破壊してしまったた

め全体の形状は不明だが、円形に近い楕円形を呈

すると推される。残存している部分での直径75cm、

深さ約15cm、覆土から16世紀後半-17世紀の唐津

皿が出土しているP.135に切られており、土嬢覆土

上面からも志野皿の破片が出土しているため、こ

の土壌は16世紀後半以降の遺構であると推察され

る。
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2 .擦文時代の遺構と遺物

土場 1(PL.1-10・11)
第8・9グリッドに位置する円形に近い楕円形の

遺構。長径約100cm、短径約90cm、深さ約10cm。遺

構底面から小柱穴が数個検出されているが、検出

位置が不揃いであるため、当遺構に伴うものか不

明である。遺物は、覆土中から擦文土器破片が14

点出土している。内一点は第11図と同一個体と思

われる口縁部分である。覆土ノ、層から赤色を呈す

るものが検出された。

土城 8(第4・5図 ・PL.1-6)

第2・3・5・6グリッドに位置し、土旗7・23に

切られる遺構。セクションでは、立ち上がりが近

世の遺構と思われるものに破痩されており、調査

区外に遺構が広がっているため、全体の形状は不

明。残存している部分で直径約400cm、深さ約45cm。

第V層(地山層〉まで掘り下け.た時点で3回の使

用が認められる焼土を検出した。焼土中から遺物

の出土はない。遺構の南端に当たると思われる部

分から、直径約15cm、深さ約30cmのピットが一つ

検出された。これは地山層に入ってから輪郭が確

認されたものであり、当遺構に伴うものである可

能性が高い。焼土も検出されている ことから、住

居跡のようなものであろうかとも推察できる。

遺構覆土上面から擦文土器と近世陶磁器が数多

く出土し(第2図土嬢8イ~ト層 ・第5層〕、それ以

下のチ層は無遺物層であった。土壊8が埋没した

後、土圧で落ち込んだくぼみを人為的に埋めた際

に、擦文から近世までの遺物が混入したのではな

し、かと思われる。

表3.第6グリ ッド焼土5、6、9南北セクション西壁土層 <SPA-SPA'・SPB-SPB')
SPA-SPA' 
焼土5 イ 10YR 1.7/1 黒色 黒色砂・炭混じり黒色砂 密

ロ 10YR1.7/1 黒色 黒色砂・炭混じり然色砂 密

ハ 7.5YR3/4 +10YR 1.7/1微量 暗褐色+黒色 砂 密

二 7.5YR4/6 +10YR 1.7/1 10% 褐色+黒色 砂 密

ホ 7.5YR3/4 +lOYR 1.7/11% 陪褐色+黒色 砂 密

へ 10YR4/4 +7.5YR 4/6 10% 褐色 砂・黒色砂微量 密

ト 7.5YR4/6 +10YR 1.7/1徴量 褐色+黒色 砂 密

焼土6 い 10YR2/1 70% + 10YR 4/6 30% 黒色+陪褐色 砂 やや密

ろ 7.5YR 4/6 90% +10YR 1.7/1少量 褐色+黒色 砂・炭混じり黒色砂 やや密

は 7.5YR4/6 70% +10YR 3/430% 褐色+賂褐色 砂.HueIOYR1.7/1炭混じり黒色砂徴量 密

に 7.5YR4/6 50% +10YR 3/4 50% 掲色+暗褐色 砂・Huel0YR1.7/1炭混じり黒色砂少量 密

ほ 7.5YR3/3 +lOYR 1.7/1少量 陪褐色+黒色 砂

SPB-SPB' 
焼土6 イ 10YR3/4 + 10YR 2/2 +7.5YR3/4 暗褐色+黒褐色 砂 焼土わずか

ロ 10YR3/4 +10YR 2/2微量 陪褐色+黒褐色 砂

ハ 10YR3/4 +7.5YR 3/4極少量 暗褐色 砂

ニ 10YR3/4 +10YR 2/2わずか 暗褐色+黒褐色 砂

ホlOYR3/3 +7.5YR 3/4極少量 暗褐色 砂

焼土9 1 110YR 3/4 60% + 10YR 2/3 40% 結褐色+黒褐色 砂

2 110YR 3/4 80% + 10YR 2/3 10% 暗褐色+黒褐色 砂
+7.5YR 3/4 10% 

3 IIOYR 3/4 +10YR 2/2極少量 陪褐色+黒褐色 砂

4 I 8 YR 3/4 陪褐色 砂

5 110YR 3/4 +10YR 2/3徴量 暗褐色+黒褐色 砂

6 110YR 3/4 +10YR 2/3徴量 暗褐色+黒褐色 砂

9 
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土境13

(擦文期土嬢墓・第7図・ PL.2-]-]3)

第4・7グリッドに位置する土嬢墓。長径約180cm、

短径約70cm、深さ約30cmの長円形を呈する遺構。

P27・28・31に一部破壊されている部分がある(第

7図・ PL.2-]・2)が、図中では人骨と墓墳を優先

して表現している。 P24は確認面が墓境検出面と

同じであり、底面のレベノレが墓境底面とほぼ同じ

である事から、墓墳と同時期に掘られたものであ

る可能性があり図示した。墓標のようなものを立

てるためのものではないか思われる。

墓媛覆土内からは土器片が2点、石器が5点出土

した(第7図・PL.7-]3)。石器、第7図-2、3、

6は、半裁中に出土したものであり、位置、高さ

は不明。第7図-4、5は覆土上面、 1層と 2層の

あたりから出土している。土器は2片とも擦文土器

であるが、第7図-1のものは、覆土l層と 2層の

境目から出土したものである(第6図・ PL.3・8)。

覆土 1層は被葬者の遺体が腐敗する過程で土圧で

下がった墓墳の上面に堆積した土である可能性が

あり、この土器片もその際に紛れ込んだものであ

るかもしれない。覆土 l層からは遺物の出土はな

い。もう 1片は、被葬者の左膝のあたりから出土

している (PL.5・7)。どちらも擦文土器片で、 7

図 lは胴部破片、もう 1片は、器種は不明である

が、直立する口縁部の破片である。

頭部付近に樹皮状のものを丸めたようなものが

置かれていた。副葬品の一部ではないかと考えら

れる。また、サンフ.ノレとして採取した土を洗浄し

たところ、直径 1mm程度の白色のピーズが1点出

土した。

土葬墓はII層を除去したのち、 IV層面を精査す

る課程で確認された。この箇所はIII層の堆積が極

薄く、IV層が露出している箇所が大部分であった。

そのため確認面はIV層であるが、土層の上面の堆

積状況から削られた様子が見て取れる。整地のた

めの土地の削平が行われた際にIII層が削られ、土

墳墓の上面も同時に削られ、この様な状態になっ

たのではないかと考えられる。このことから、掘

込み面がIII層であった可能性は高い。また、土葬

墓の覆土内には浅黄澄色の火山灰を微量であるが

含む層がある(表4)。その色調から白頭山苫小牧

火山灰ではないかと思われ、被葬者を埋葬する際

に混じったものと考えられる。

12 

土境墓内には身長約150cmの被葬者が爪先を頭

部より高くした状態で、備せで埋葬されていた

(PL.2・6)。一度底まで掘込んだ後下半身の部分

にのみ土を戻し入れている。被葬者を高い位置か

ら滑り込ませるために傾斜をつけたのか、掘った

墓穴が小さくて、遺体が入りきらなくてやむを得

ず坂を作り、この様な不自然な形で埋葬したのか

等が考えられる。しかし、遺体を伸展葬で埋葬す

る際にはそれにあわせた(もしくはひとまわり大

きいくらいの〉墓療を掘るものであるからもし仮

に間違えたとしても掘り直すことが想像できる。

わざわざ土を入れてまで足を高くするにはそれな

りの理由があるように思われる。

埋葬形態に特異なものが見られるが、伸展葬で

あること、覆土内の火山灰のこと、擦文土器が遺

体のすぐそばで出土していることから、この土境

墓は擦文期後半の遺構であろうと推察する。頭位

北東。
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表4.第4グリッド土境13東西セクション南壁土層 <SPA-SPA'-SPA")
1!10YR3/4 +lOYR1.7/1 暗褐色 砂質土・礎粒やや混 やや細粒・密・ソフト

2 !10YR2/2 黒褐色 砂質土・黄色火山灰徴盆混 細位・密・ソフト 撞士土器片・民粒

3 110:^~~L~ '̂ + 1，0~R3/4 40% 
+10YR7/6 少量

黒褐色+陪褐色+明黄褐色 砂質土 細粒・密・ソフト

4 ! 1OYR3/4 + lOYR2/2 徴量 暗褐色+1熱褐色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

5 11.o:^~~L~ 'n + 1，0~R3/4 30% 
+ 10YR2/2 少量

黒褐色÷陪褐色 砂質土 細粒・やや密・ソフト 炭プロッ p

6 !10YR2/2 +lOYR1.7/1 少量 黒褐色+黒色 砂質土・10YR8/4浅黄怪火山灰1% やや細粒・密・ソフト

7 11，O:^~fL~ '̂ + ~~~R3/4 40% 
十10YR2/3 10% 

褐色+暗絡色+黒褐色 砂質土 やや細位

8 ! 1OYR2/3 + 10YR2/2 少量 黒褐色 砂質土 やや細粒・密・ソフト
2.5YR4/8赤褐
色粒極徴JiI:

9 ! 10YR2/3 + 10YR7!6極微量 黒褐色+明貰褐色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

10 1 1O :^~~L~ '̂ + 1，0~R2/3 40% 
+lOYR4/6 少量

黒褐色+褐色 砂質土 細粒・密・ソフト

11 1 1O:^~fL~ n:' W~'.~~/3 30% 
+1OYR1.7/1 少量

褐色+!H褐色+H~色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

12I 1O:^~~L~ n:. 1O~.~?/6 50% 
+ 1OYR1.7/1 少量

黒褐色+明賞褐色+黒色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

131 1O:^~~L~ 'n + ~~~R4/6 30% 
+ 1OYR2/2 10% 

黒褐色+褐色 砂質土・lOYR8/4浅賀鐙火山灰少量 やや細粒・密・ソフト

14!10YR2/2 +10YR7/6 極微量 黒褐色+明ili褐色 砂質土
やや細粒・密・ソフト
(9よりややJ、ード)

15 ! 10YR2/3 + 10YR1.7 /1 徴量 m褐色+然色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

16110~~fL~ n :.1O!.~2/3 50% 
+lOYR1.7/1 微量

褐色+烈裕色+黒色 砂n土 やや細粒・密・ソフト

17110~~~L~ n :.1O!.~2/3 5 % 
+IOYR1.7/1 徴量

暗褐色+然褐色+泉色 砂質土・10YR8/4浅黄怪火山灰極徴量 やや細粒・密・ソフト

18 !10YR2/3 + 10YR4/6徴盆 黒褐色+褐色 砂質土・IOYR8/4浅黄燈火山灰少量 細粒・やや密・ソフト

1 91 1 0YR4~~ _ + I_OX~_I;!/ 1 
プロック状に何カ所かに混入

褐色+黒色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

20 1 1O:^~fL~ n :.1O!.~/3 50% 
+10YR1.7/1 微量

褐色+熊褐色+黒色 砂質土 やや細粒・やや密・ソフト

21 1 1O:^~~L ~ n :.1O:^~~/3 50% 
+ 10YRI.7/1 10% 

時褐色+黒褐色+黒色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

221I，O:^~}.;: / ~ " + ~~r，R2/3 40% 
+10YR1.7/1 10% 黒色+黒褐色+黒色 砂質土・IOYR5/4鈍い黄褐色火山灰徴1il: 細駐・密・ややソフト

23 ! 1OYR3/3 + lOYR6/8 5 % 時褐色+明貰褐色 砂質土 やや細粒・やや密・ソフト

24!IOYR3/4 +10YR1.7/1 少量 碕褐色+黒色 砂質土 やや細粒・密・ややハード ~ 

25 !IOYR3/4 + 10YR2/2 暗褐色+黒褐色 砂質土 やや細粒・密・ソフト 炭粒少量

26! IOYR4/4 裕色 砂質土 やや細粒・密・ややハード

27110YR3(4;;:~!~_ + 1O:~~:__7，/! 
全体にプロッ F状に少量混入 時褐色~褐色+黒色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

281 1O:^~~L~" +!.2~R 1.7/1 少量
+ 10YR4/4 徴金

時褐色+泉色+褐色 砂質土 やや細粒・密・ソフト

3 .縄文時代の遺構と遺物 の関係で紛れ込んだのであろうと考えられる。

土墳16(第8図 PL.1-12-]4・4-38-50・53)

第5グリッドに位置し、長径約340cm、短径約260

cm、深さ約80cmと南北にやや長い隅丸方形を呈す

る遺構。覆土の上に擦文層である第III層の堆積が

認められる(PLl4)。遺物は後期の土器片が24点出

土している (PL.38-50・53)。破片は後期の特徴

を持つものであり、一片を除いてすべて同一個体

である。第8図P-24の擦文土器は上面からのほりこ

みの小ピットによる混入であることが明らかであ

るが、その他の擦文土器片に関しては、平面で確

認できなかった土境より新しい遺構が存在し、そ

14 

縄文土器よりも低い位置から擦文土器が出土し

ているという点でやや疑問の余地が残るが、縄文

後期の土撲であるとして問題はないと思われる。
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V 調査区内出土遺物

当遺跡からは肥前系陶磁器を中心に16-17世紀

の青磁、染付、播鉢、後期擦文土器、晩期縄文土

器、後期縄文土器などが多数出土しており、上ノ

国の市街地での人々の生活が連綿と続いていたこ

とを証明している。(文中の番号は図版中の遺物の

番号と一致する〉

1.近世陶磁 器 (第10図 1-7 PL.3-4j-60・

62-65) 

l.伊万里染付碗 (PL.41) 胴部から底部にかけ

ての破片。粕色は黄みの白。全面施軸で、高台畳

付きのみ無利。胎土は白で黒色砂粒がまんべん無

く混じっている。高台に砂が附着している。外面

に網目文を施文する。17世紀代のものと恩われる。

2.伊万里染付碗 (PL.43) グレイみの黄色を呈

する胎土は綴密で、黒色砂粒を少量含んでいる。

粕色は賞味のグレイで、口j縁部付近に草花文を施

す。全面施粕で、高台畳付きのみ無紬で、砂が付

着している。 17世紀代のものと思われる。

3.伊万里染付皿 (PL.50)胎土は鰍密で、白色。

全体にまんべんなく黒色砂粒が含まれる。粕色は

黄みの白で、全面施粕、高台畳付き無軸で、砂粒

が付着している。削りだし高台である。口縁内面

には草花文を施し、見込みには2本の圏線を引き、

草花文を施す。

4.伊万里染付大lllI.(PL.48)胎土は黄みの白、綴

密で黒色砂粒がやや混入する。軸色は白色で、全

面施粕。高台畳付きのみ無粕である。見込みには

山水が施されている。

5.肥前系皿 (PL.53)ベージュの胎土は徹密で混

入物は少ない。外面は口縁部分にのみ施紬、内面

施糊されているが、見込み部分蛇の目粕剥ぎであ

る。粕色はうすい緑色である。内の山窯のもので

あろう。

6.肥前系皿 (PL.54)グレイ味の黄色の胎土は敏

密であり、混入物はほとんどない。粕色はあかる

いグレイ味の緑色で、高台付近は無粕、見込み蛇

の目粕剥ぎである。5と同様内の山窯のものであろ

う。

7.肥前系染付蓋 (PL.66) 白色の胎土は綴密

で、黒色砂粒がまんべんなく混入。口縁部内面に

は口縁に並行に雷文を描き、体部外面には円をモ

16 

チーフとした文様を描き、見込みには松竹梅を施

す。 19世紀前半~幕末のものと思われる。

2.中世陶磁器 (第9図 PL.3-j-40・61)
l.青磁血(PL.6)、胴部から底部にかけての破片

である。粕色はグレイみの黄緑。高台畳付き無粕。

見込み蛇の目粕剥ぎ。胎土はグレイ実の黄色を呈

し、徹密である。

2.唐津胎土目血 (PL.31)、口縁を一部欠くが、

ほぼ完形。口縁部外面から内面に施軸。粕色は黄

味のグレイ。胴部無利。見込みに4つのトチン跡

がある。胎土は強い賞味のオレンジ色を呈し、徹

密で白色小磯粒を微量含む。続犠左回転の削り出

し高台。

3越前揺鉢 (PL.40)口j縁部破片。強い賞味のオ

レンジ色の胎土は密で小磯粒を多量に含む口縁端

部はやや内傾し、しっかりと面を取り、口縁内面

で段を形成する。胴部外面には指なでの跡が明瞭

に見られる。

4.越前播鉢 (PL.38)胴部破片。薄いベージュの

胎土はやや組く、小磯粒を多量に含む。;焼成やや

不良。

(f} 
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O 

吉宗ク物'!I
第9図 調査区出土遺物 (中世陶磁器)
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VI まとめ
本遺跡の発掘調査により、縄文時代、擦文時代、 約 1cm 巾の回線が巡る。底部の形状は、殆どが張

中・近世の各期に亘る遺物が出土し、いくつかの り出しを持つものである。径に大小がある。鍋?

遺構が検出された。中世以降の土層の堆積が乏し とした(J5)は、底径が23cm程のもので、内面が

く、各期を層位的に把えることは充分でなかった。 丁寧にミガキ調整されている。外面は粗いへラ削

これは特に近世以降繰り返しこの地での居住がな りのままである。或いは大型の低平な台付の鉢

され、建物(家屋〉が建てられた結果、腐植土層 (杯〕かとも推したが、類例も知らず鍋?とした。

の形成が少なかったかと推されるところであり、 なお、同様の別個体片がある。内削ぎの直口縁の

中世の包含層や遺構面も削平された可能性が残 破片 (9)があり、外面煤状の付着が著しい。或い

る。一方このことが砂層を基層としている立地条 は該種の口縁部とも推したが、明らかにできなか

件と相まって前述の人骨の遺存に結ひeついたとも った。二条一単位の短い山形の刻線文を持つ頚部

考えられる。 破片 (14)がl点出土した。外面に丁寧な刷毛目

1.縄文時代の遺物と遺構 調整がされ、内面もミガキが施されている。

0段多条Lを地文とする小片は(PL.4-3J)円筒 これらの擦文土器についてはその出土状況が遺

下層の古い段階或いはそれ以前であろうか。他地 構内での一括その他明瞭な共伴関係や層位的前後

点からの混入かも知れない。 LRLの撚糸文や縦 関係のいずれかをも明確に示すものではなく、又

位回転を地文とするものは(32-34)、中期末葉頃 個体識別や接合作業、更には接合関係等に充分な

と推した。沈線と磨消縄文を有する土器(35-55) 検討を加えることができなかったうえに周辺遺跡

は後期後半、エリモ式以降であろう。土旗印出土 との比較もなし得ていないが、胴部以下の粗いへ

の土器は底部が軽い揚げ底に作られる。三ツ谷式 ラ削りなどが共通しており、 一つのまとまりを有

に含められるものかと推される。壷形土器と二条 するものかと推し、なお更に検討を加えていくこ

の沈線に斜位押捺の縄文を地文とする土器 (56. ととしたい。道南日本海側の擦文土器群中の末期

57)は晩期中葉と推した。いずれも一、 二の小破 のある時期に属するものであろうか。なお写真図

片が殆どであり、詳細は明らかになし得なかった。 版中の小型異形の土器 (17-20)も後考としたい。

2 .擦分時代の遺物と遺構 墓撰及び人骨を擦文時代としたのは、墓療の覆

擦文土器は麓・台付鉢(杯〉・鍋?が見られた。 土、確認面及び左膝関節に密接して検出された土

楚は7-7.5cm程の巾広の口頭部が強く屈曲して 器小片等による。墓療の確認は近世の包含層除去

大きく外反する(PL.4-1-3.5. 11.12)、6.5cm程の 後、擦文期の包含層であるIIIJ冒の上面であり、覆

口頚部がゆるく外反する(4)、 4-4.5cmの口頭部 土中には層中に堆積する苫小牧層かと推される

が外反する (6.7.のものなどがある。大きく外反 火山灰層が小ブロック状に混入している。又覆土

するものは巾広の頚部中聞がわずかに膨らみ、軽 中から前述の土器片・磯石器以外、中近世遺物も

い段状となる。前二者(J-5.11.12)の口縁部に 見ることはない。覆土上面を覆う第 1層は墓嬢壊

は二条の沈線が繰るが後者 (7-のではやや巾広 め戻し後の中央陥没部に堆積したものと推され

で回線状を塁している。口頚部は1-5では頚部中 る。横山英介によれば擦文時代の墓撲の調査例は

位の段又は回線の上部に横位の刷毛目調整(ナデ〉 相当数あり、後半のそれは伸展葬となるようであ

がなされ、以下頚部のくびれを経、胴部以下は縦 る。御幸町遺跡や札前遺跡で墓擦と推定している

位の粗いへラ削りが施される。 6は3.5cm巾の外反 例もこれに含まれる。勝山館や夷王山墳墓群の土

する口線に2条の沈線が巡っている。頚部下 7cm 墳墓は座(屈〉葬を示している。洲崎館跡から珠

まで横位に刷毛目調節がされ以下縦位の粗いへラ 洲播鉢被りの頭骨が得られているが、下北の例か

削りがされる。沈線部を刷毛で強くおさえ、頚部 らは伸展葬と推される。百々幸雄によれば壮年の

中位に僅かな膨らみをつくる。胴部上位まで横位 和人男性骨である。勝山館跡の平成6年度調査区

の刷毛目がみられる例である。4は頚部中程下位に で長軸を南東・北西にとる長方形の土撲が検出さ

19 



れた。内部に大型の磯等が集積していたが性格等

は不明で‘ある。近世のアイヌ墓は伸展葬で、男女

により明瞭な葬法に違いのあることが札刈遺跡な

どによって知られている。

本人骨は脆弱化が著しく移動、取り上げが困難

であったため土壌ごと切り取りの上、取り上げた。

札幌医科大学石田肇先生に現地指導をお願いした

折、頂戴したど教示の幾っかを次に記す(現地で

観察作業中の感想を含めた話の聞き書きであり、

筆者の勘違いや誤り、先生のその後の再検討によ

る変更などの不確定な要素の多いことを付記す

る〉。

1 r腔骨長340-350、大腿骨長400-410、大腿
骨径300 下顎骨巾34、長44。限窟300 (単位はmm)J

の概数が示され、これらを含め、 2r鼻骨が立体
的で下顎骨の発達が著しい。上腕骨に対する尺・

携骨、大腿骨に対する腔骨の比が共に大きい。大

腿骨の径が太い。jといった特徴が示された。これ

らのことからこの人骨は、 『身長150cm余りの男性

で、縄文時代以来の北海道土着の人で狩猟・採集

民の特徴が見られる。系譜的にはアイヌに繋がる

ヒトであり、所謂和人の骨ではない。なお遺骸の

姿勢は僻せである。』

本人骨は時間の経過とともに劣化が進み、発見

当初の特徴や印象が薄れた状態になっていること

は遺憾としなければならなし、。

3 .中世後半の遺物と遺精

中世後半の陶磁器類が40片余り出土した。中国

製の青磁・染付、国産の瀬戸・美濃大窯 I期と推

される端反り灰軸皿、天目茶碗など15世紀末葉か

ら16世紀末に至るものがある。越前播鉢が出土し

ていることは、居住空間として位置づけられるこ

とを示している。その中に天目茶碗や茶入れが含

まれていることは、居住者やその日常生活の巾を

広げるものであり、強いて言えば、町場的様相の

窺われるところである。これらの遺物の大部分が

調査区の北東部から出土していることは、一つに

は現国道の拡幅に伴って人家が両側に引き下げら

れているように、かつては道幅が狭く、居住区の

中心が国道寄り(国道下部)にあったことを示す

こと、或いはさほど密集した集落の形成がなかっ

たことなども推し得るが、共に今後の調査をまた

ねばならない。
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4 .近世の遺物と遺構

初期伊万里など17世紀以降の遺物が漸増し、遺

構の重複も増すようである。北東隅の竪穴状の遺

構は勝山館跡にも見られた中世以来の建物に連な

るものなのであろうか。据立柱の柱列があり、一

部建物跡の想定も試みたが、いつ頃まで据立柱の

建物がこの地域で中心的な建物であったのかも含

めて更に検討しなければならない。

シャクシャインの戦いの時の蝦夷地の様子を記

した「津軽一統志」は、本遺跡の所在する字上ノ

園地区の戸数を「百四、五十、但し秋もあり」と

記している。同書には「松前六、七百、亀田二百」

ともあり、他に「福島百」が目に着くところであ

る。古河古松軒はその「東遊雑記」に慶長の初め

に勝山館(古城跡〉から松前に移ったとの案内人

の言を記し、松前氏五代慶広の時の上ノ国(勝山

館〕城代は酒井七之助と「新羅之記録」にある。

文禄3年創立と伝える天ノ)11河口に鎮座していた

山神社や慶長元年上ノ国に槍山番所が置かれたと

の伝えを併せ、寛永16年頃には檎山開発が進めら

れていたことを「続上ノ国村史」は記しているが、
ヒノキヤマプギョウ

その「槍木山監」を松前矩広から命ぜられた明石

尚政の事蹟を記す「明石系譜略伝」には「番所は

官府とするのが正しく、始めは上ノ国に有り、延

宝6年江差に移」したとある(続上ノ国村史)0r官
府」は1514年松前に本拠を移した後、城代の置か

れた「和喜之城」勝山館に付された呼称であり、

槍山番所の官府はそれを引き継いでいるとも推さ

れる。延宝6(1678)年、その槍山番所が江差へ

移り、以後の上ノ国は前浜でのニシン刺し網漁を

中心とする漁村として推移しているものと推され

るが、こうした町の移り変わりもなお解明すべき

課題である。

合(ヤマフル〉と墨書きされた陶器片 (69)は

笹浪氏以前この地にあった合小林家(久末久義氏

談〉の存在を実証するものとなった。層位は明ら

かではないが、陶製るつぼ片(39)、福山城からも

出土している「高嶋銘」の硯などもある。

5. r上ノ国遺跡」調査の課題
「勝山館の直下に『城下町jや 『町屋jがある

筈」、「勝山館・花沢館・洲崎館で結ぼれる三角形

の地区は重要である」と指摘されて久しい。表面

採集や工事の合い聞の抜き取り、一部試掘調査な

どによって僅かずつ資料の蓄積を図ってはきた



が、中世を視野にいれた発掘調査は初めてである。

明瞭な遺構の検出はなし得なかったが、 15世紀末

以降の遺物の出土は貴重な成果である。諸先生の

ご指摘の正しさが示され、今後の調査により、よ

り正確に実証されていくと思われる。

擦文時代の遺物や墓擦の検出は、従来上ノ国町

にあって調査の遅れていたこの時代に改めて目を

むける機会となった。当遺跡のように海浜に選地

して営まれる擦文集落の存在とその背景は道南の

擦文社会の新たな一側面を示すこととも推され

る。既に昭和36年刊行の「竹内屋敷遺跡」の報告

書で大澗湾に臨む沿岸に遺跡の点在することが指

摘され、この地域の総称として「上ノ国遺跡」の

名称が付された。「上ノ国遺跡」の名称と、竹内屋

敷遺跡で出土している珠洲 I期の萱や擦文土器の

存在は、未だ解決を見ていない擦文時代終末期の

年代観やその背景を探る上での「上ノ国遺跡」の

持つ重要性を示唆し続けてきたのであり、今後の

調査により、その手懸りが得られる可能性を本調

査で示すことができたのではあるまいか。

本調査は笹浪甲衛氏が御自宅の改築に際し、近

年指摘されている「勝山館の城下町」の実体解明

に先鞭をつける機会となることに快く理解を示さ

れ実現したものである。笹浪氏は江差高等学校在

学中に同校考古学部員として活躍され、当町や槍

山南部での昭和30年代までの主要な発掘調査に参

加してきた経歴を持つことから、格別の理解を示

されたものである。調査の後半、予想もしなかっ

た擦文時代の墓墳と人骨の発見により当初予定の

調査期間の大幅な延長を生じた。この結果、同氏

の新居への移転は新年を跨ぐ平成8年 1月も末日

となってしまった。今回は氏の格別のご理解があ

り調査を完遂できたが、こうした事態は地域の住

民の不信や、反発のもととなるものであり、文化

財や遺跡の調査に対する嫌悪や忌避に連なること

と言えよう。「上ノ国遺跡」の調査は、今後共継続

されていかなければならないことであるが、こう

したことは、実に大きな課題である。罰則規定を

如何に振り窮しても遺跡が保護できるとは思えな

いところである。改めて笹浪氏とご家族に感謝と

お詫びを申し上げることとしたい。

出土遺物や遺構に対する検討・分析も実に粗略

な内容でしかなかった。「上ノ国遺跡」の調査を継

続する中でその責を果たしていく所存である。先

学・諸先生の一層のご指導とご叱正をお願い申し

上げ結びとしたい。(松崎〉
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